
10月31日（金）、立憲民主党の国土交通部会による令和８年度税制
改正に関わる団体ヒアリングがおこなわれ、航空連合としての要望
内容を伝えました。立憲民主党からは、航空連合政策議員フォーラム
メンバー３名（稲富 修二 衆議院議員・道下 大樹 衆議院議員・古賀
之士 参議院議員）を含む20名近い国会議員が出席しており、質疑応答
も交えながら航空連合の考え方や職場の状況を説明し、実現に向けた
取り組みを強く訴えました。
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令和８年度税制改正要望を伝える！

要望内容（趣旨）

1 航空機燃料税の段階的廃止と空港整備勘定のあり方見直し

2 国際観光旅客税の見直し

3 空港業務における人材確保策の強化に資する税制支援

関連 燃料油価格激変緩和措置の当面の間の継続

～実現に向けて党を挙げた取り組みを！～

要望内容を説明する小林会長 要請内容を元に意見交換を実施

坂元 慎平
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